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の
事
業
発
展
の
た
め
に
貢
献

し
、
他
の
模
範
と
な
る
組
合

員
と
し
て
表
彰
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
（
一

社
）
長
野
県
農
協
地
域
開
発

機
構
の
小
松
泰
信
研
究
所
長

が
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
持
続
的

自
己
改
革
と
組
合
員
と
役
職

員
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
登

壇
。
地
域
に
根
差
し
た
協
同

活
動
や
Ｊ
Ａ
の
教
育
文
化
活

動
の
大
切
さ
な
ど
を
説
い
た

上
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的

に
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
他
、
女
性
部
目
的
別

趣
味
グ
ル
ー
プ
の
「
松
の

会
」
と
「
た
か
ね
会
」
が
舞

踊
を
披
露
し
、
式
典
を
盛
り

上
げ
た
。

名
の
尾
澤
英
太
郎
氏
と
千
村

の
小
野
孝
允
氏
、
西
大
竹
の

故
・
高
橋
範
幸
氏
を
、
組
合

に
創
立
記
念
式
を
開
き
、
秦

野
市
農
協
の
誕
生
を
祝
っ
て

い
る
。

式

典

で

は
、
山
口
政

雄
組
合
長
が

「
今
後
も
営

農
に
軸
足
を

置
き
、
秦
野

の
農
業
振
興

に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と

力
強
く
あ
い

さ
つ
。
そ
の

後
、
協
同
活

動
顕
彰
基
金

に
よ
り
南
矢

の
市
内
５
農
協
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
。
毎
年
８
月
１
日

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
一
層

の
発
展
を
誓
っ
た
。

秦
野
市
農
協
は
、
１
９
６

３
年
８
月
に
大
根
、
本
町
、

東
秦
野
、
南
秦
野
、
北
秦
野

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
１
日
、
本

所
で
第

回
創
立
記
念
式
を

開
い
た
。
組
合
員
や
役
職
員

１
０
２
人
が
出
席
し
、
創
立

か
ら

年
の
歩
み
を
確
か
め

５
種
類
を
販
売

し
て
い
る
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト

と
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
は
じ
ば
さ
ん

ず
で
好
評
。
髙

梨
さ
ん
と
村
上

さ
ん
は
「
加
工

品
作
り
に
取
り

組
む
仲
間
が
増
え
て
い
き
、

秦
野
の
農
業
が
も
っ
と
盛
り

上
が
れ
ば
」
と
そ
ろ
っ
て
笑

顔
を
見
せ
た
。

加
工
を
依
頼
し
て
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
。
７

月
か
ら｢

お
い
Ｃ
ベ
リ
ー｣

や

｢

よ
つ
ぼ
し｣

な
ど
を
使
っ
た

ラ
ー
ト
を
製
造
し
て
き
た
。

髙
梨
さ
ん
は
今
年
に
入

り
、
戸
川
で
イ
チ
ゴ
狩
り
園

を
営
む
村
上
洋
さ
ん
に
「
め

ぐ
り
」
を
紹
介
。
イ
チ
ゴ
狩

り
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た

後
で
完
熟
し
た
イ
チ
ゴ
の
活

用
方
法
を
模
索
し
て
い
た
村

上
さ
ん
は
、
「
め
ぐ
り
」
に

見
せ
て
い
る
。

菩
提
に
あ
る
高
梨
茶
園
の

４
代
目
・
髙
梨
晃
さ
ん
も
加

工
品
作
り
に
力
を
入
れ
る
部

員
の
一
人
。
２
年
ほ
ど
前
か

ら
、
伊
勢
原
市
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
店｢

め
ぐ
り｣

と
協
力
し
て

緑
茶
、
ほ
う
じ
茶
、
抹
茶
入

り
玄
米
茶
の
３
種
類
の
ジ
ェ

青
年
部
の
部
員
が
、
自
身

が
生
産
す
る
農
産
物
を
使
っ

た
加
工
品
を
続
々
と
打
ち
出

し
て
い
る
。
加
工
す
る
こ
と

で
、
年
間
を
通
し
て
農
産
物

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
こ
と

や
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲
得

に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
取
り
組
み
が
広
が
り
を

山
口
会
長
は
「
農
業
は
担

い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
２
人
の
就
農
を

歓
迎
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
秦

野
の
農
業
を
担
っ
て
い
っ
て

も
ら
え
た
ら
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

同
会
の
会
員
で
シ
ク
ラ
メ
ン

な
ど
を
栽
培
す
る
平
沢
の
冨

田
茂
靖
さ
ん
は
、
自
身
が
就

農
し
た
と
き
の
体
験
談
を
発

表
し
、
農
業
経
営
の
考
え
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ

た
。

市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら

人
が

出
席
。
今
後
の
同
市
の
農
業

を
担
っ
て
い
く
新
規
就
農
者

２
人
を
激
励
し
た
。

同
会
の
山
口
勇
会
長
ら

が
、
２
人
に
励
ま
し
の
言
葉

を
贈
り
、
記
念
品
を
贈
呈
。

ま
す
集
い
」
を
開
催
。
同
会

の
メ
ン
バ
ー
の
他
、
県
や

７
月

日
に
は
同
会
が
、

本
所
で
「
新
規
就
農
者
を
励

茶
畑
で
「
や
ぶ
き
た
」
な
ど

８
品
種
を
栽
培
。
高
品
質
な

茶
を
作
る
た
め
、
茶
畑
の
深

刈
り
更
新
の
際
に
芽
ぞ
ろ
い

が
均
一
に
な
る
よ
う
丁
寧
に

仕
上
げ
た
り
、
カ
ヤ
を
活
用

し
て
良
質
な
土
づ
く
り
を
徹

底
し
た
り
す
る
な
ど
、
茶
園

造
り
に
力
を
注
い
で
い
る
。

勇
さ
ん
は
「
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。
茶

の
生
産
に
適
し
た
自
然
環
境

に
も
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
も
品
質
の
高
い
茶
を
安
定

的
に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

だ
。品

評
会
で
は
、
茶
の
外

観
、
香
気
、
水
色
、
滋
味
の

４
項
目
を
審
査
。
中
で
も
勇

さ
ん
が
出
品
し
た
茶
は
満
点

を
獲
得
し
た
。

同
園
で
は
、
２
・
５
㌶
の

優
等
の
農
林
水
産
大
臣
賞

に
、
妻
の
栄
子
さ
ん
が
１
等

の
県
知
事
賞
に
輝
い
た
。
同

園
は
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
品
評
会
や
共
進
会
で
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
今

回
が

回
目
と
な
る
快
挙

７
月

日
に
山
北
町
で
開

か
れ
た
神
奈
川
県
茶
品
評
会

で
、
菩
提
の
「
わ
さ
び
や
茶

園
」
を
営
む
山
口
勇
さ
ん
が

とがまだまだ多いので、これか

も努力し、良質な野菜を作れる

よう頑張っていきたい」と力強

く話した。

施設と露地で野菜を栽

培する宇田川さんは、大

学卒業後、県農業技術セ

ンターの非常勤職員とし

て勤務。野菜以外にも果

樹や普通作などさまざま

な分野を担当し、農業の

技術を磨いてきた。こう

した経験を生かすため、

就農することを決意し

た。

両親や妻と共に、トマトやナ

ス、ピーマンなど年間約品目

を合計１・４㌶の圃場（ほじょ

う）で栽培している。

宇田川さんは「両親に頼るこ

培している。

大山さんは今後について「安

定した販路を作るとともに、品

質をもっと上げていきたい」と

意気込みを語った。

もともと植物に興味が

あったことから、大学を

卒業後、果樹を中心に栽

培する小田原市の農家の

下などで働いていた。そ

うした中、就農への思い

が高まり、はだの都市農

業支援センターが開く

「はだの市民農業塾」に

入塾。２年間にわたって

野菜作りのノウハウを基

礎から実践的に学んだ後、就農

した。

現在は父と共に、合計㌃の

圃場（ほじょう）でキウイフル

ーツを中心に露地野菜なども栽

秦
野
市
内
で
今
年
度
、
２
人
の
若
者
が
就
農
し
た
。
新
た
に
農
業

の
道
を
歩
み
始
め
る
の
は
、
施
設
と
露
地
で
野
菜
を
栽
培
す
る
上
大

槻
の
宇
田
川
裕
一
さ
ん
と
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
栽
培
す
る
堀

西
の
大
山
裕
貴
さ
ん
。
秦
野
市
農
業
経
営
士
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど
が
新
規

就
農
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

各方面から新規就農者を応援した

励ます集い

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

秦
野
を
代
表
す
る
農
産
物
・
落
花
生
。
今
年

も
生
落
花
生
と
し
て
じ
ば
さ
ん
ず
な
ど
に
並
ぶ

他
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
販
売
す
る
冷
凍
ゆ
で
落
花

生
「
う
で
ピ
ー
」
な
ど
へ
加
工
が
進
む
。

今月の特集
４～５面

落
花
生
は
秦
野
の
特
産

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
電話0463(81)7711㈹

発 行

畑一面にヒマワリ満開
東
田
原
の

㌃
の
畑
一
面
に
咲
き

誇
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
。
秦
野
市
農
業
後

継
者
ク
ラ
ブ
「
秦
友
会
」
の
会
員
が

「
デ
ン
ト
コ
ー
ン
迷
路
＆
ひ
ま
わ
り

畑
」
で
栽
培
し
た
も
の
。
一
般
開
放

に
向
け
、
５
月
か
ら
栽
培
管
理
を
進

め
て
き
た
。

８
月

日
ま
で
無
料
開
放
し
た
と

こ
ろ
、
色
鮮
や
か
な
景
色
を
一
目
見

よ
う
と
、
連
日
市
内
外
か
ら
多
く
の

家
族
連
れ
が
訪
れ
た
。
伊
藤
勇
介
会

長
は
「
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
も

ら
え
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
会
の
活

動
や
秦
野
の
農
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
も
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

西田原の

西島
に し じ ま

幸助
こ う す け

さん()



農
業
に
励
み
元
気
に
生
活
を

西
田
原
で
農
業
に
励
む

西
島
幸
助
さ
ん
。
葉
タ
バ

コ
を
生
産
す
る
農
家
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
市
内
の
食
品
加

工
所
に

年
間
勤
務
。
そ

の
後
は
平
塚
市
に
あ
る
米

問
屋
で

歳
ま
で
勤
め
上

げ
た
。
休
日
に
は
、
合
計


㌃
の

畑
と
田
ん
ぼ
で

葉
タ
バ
コ
や
麦
、
米
な
ど

の
栽
培
に
も
汗
を
流
し

た
。時

代
の
変
化
と
と
も

に
、
葉
タ
バ
コ
作
り
か
ら

酪
農
、
梅
や
ミ
カ
ン
の
栽

培
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品

目
を
生
産
し
て
き
た
西
島

さ
ん
。
現
在
も
夫
妻
で
協

力
し
な
が
ら
農
作
業
に
励

み
、

・
５
㌃
の
畑
で
は

ネ
ギ
や
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ

コ
ン
な
ど
年
間
約

品
目

を
栽
培
し
て
い
る
。
農
薬

を
使
わ
ず
に
育
て
る
こ
と

に
こ
だ
わ
り
、
取
れ
た
て

の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が

日
々
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
る
。

今
で
は
農
作
業
は
慣
れ

た
も
の
だ
が
、
若
い
頃
は

こ
つ
が
分
か
ら
ず
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
農
業
に
励

ん
で
き
た
。
「
昔
は
今
の

よ
う
に
機
械
が
な
く
、
全

て
が
手
作
業
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
大
変
だ
っ

た
」
と
農
業
を
始
め
た
当

時
を
振
り
返
る
。

さ
ら
に
、
農
業
委
員
や

自
治
会
長
な
ど
も
経
験
。

地
域
の
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
き
た
西
島
さ

ん
に
と
っ
て
、
家
族
や
親

戚
と
の
旅
行
も
楽
し
み
の

一
つ
だ
。
最
近
は
、
山
梨

県
や
静
岡
県
に
日
帰
り
で

旅
行
す
る
な
ど
元
気
に
活

動
し
て
い
る
。

「
野
菜
の
成
長
を
見
守

る
こ
と
や
家
族
旅
行
が
楽

し
み
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
気
を
付
け
な
が
ら
農
作

業
に
励
み
、
元
気
に
生
活

し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

農業をする人

が減っているっ

て聞くけど、農

業に従事する人

を増やすために、ＪＡは

だのはどんなことをして

いるの？

農業に従事す

る人を「担い

手」と呼ぶの

よ。ＪＡは担い

手を育成・支援するため

に、いろいろなサポート

をしているわ。

その一つとして、秦野

市と連携して「はだの市

民農業塾」を開いている

の。

この塾は三つのコース

に分かれていて①新しく

就農を希望する人が実習

や農家研修をする「新規

就農コース」②市民農園

などを利用する人が座学

で農業の基礎知識を学ぶ

「基礎セミナーコース」

③これから農産加工品の

製造を始めたい人や、す

でに加工品を生産してい

る人が学ぶ「農産加工セ

ミナーコース」があ

るのよ。

担い手のニー

ズに合わせて、

いろいろな研修

をしているんだ

ね。教えてくれてありが

とう、やえのちゃん！

担
い
手
育
成･

支
援
に
塾
開
設

色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ

神
奈
川
県
茶
品
評
会
で
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
山
口
さ
ん
夫
妻

尾澤英太郎氏小野孝允氏故・高橋範幸氏

良質な茶作り評価
菩提の山口さん夫妻快挙

11回目の大臣賞に

創
立
記
念
式
で

Ｊ
Ａ
発
展
誓
う

農
業
振
興
へ
の
意
気
込
み
を
語
る
山
口
組
合
長

次
代
を
担
う
若
手
農
家
に
期
待

ジェラートとシャーベットを販
売する髙梨さん㊨と村上さん

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
生
育
状
況
を
確
認
す

る
大
山
さ
ん

ナ
ス
を
収
穫
す
る
宇
田
川
さ
ん

堀西

大山 裕貴さん()
品質向上へ日々奮闘

自
慢
の
農
産
物
で
加
工
品

Ｊ
Ａ
は
だ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぴ
ー
な
マ

ン
」
と
「
や
え
の
ち
ゃ
ん
」

が
、
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
９
」
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
投
票
期

間
は
、

月

日
（
金
）
午

後
６
時
ま
で
で
す
。
１
人
１

日
１
票
ま

で
投
票
で

き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト















を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
戦
中

ぜ
ひ
１
日
１
票
を

技術生かし野菜作り
上大槻

宇田川 裕一さん()

農業経営士会が
集いでエール

(://-/)（） 年(令和元年)月日(月曜日) 年(令和元年)月日(月曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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験
を
行
っ
た
。

今
年
は
日
照
不
足
の
影
響

で
収
穫
す
る
ト
マ
ト
が
用
意

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

近
隣
の
農
家
の
協
力
を
得

て
、
児
童
３
人
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
収
穫
体
験
の
場
を
提

供
し
た
。

収
穫
後
に
は
、
児
童
が
吉

田
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
洋
菓
子
作
り
を
体
験
。
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
ケ

ー
キ
や
ジ
ャ
ム
、
秦
野
産
の

ト
マ
ト
と
豆
乳
を
使
っ
た
プ

リ
ン
を
作
っ
た
。

地
場
農
産
物
で

洋
菓
子
作
り
も

７
月

日
に
は
、
堀
山
下

で
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
秦
野

市
農
業
経
営
士
会
会
員
の
村

上
耕
一
さ
ん

が
、
収
穫
体
験

と
、
曲
松
の
洋

菓
子
店
「
パ
テ

ィ
ス
リ
ー

ク

ラ
ベ
リ
ー
ナ
」

の
吉
田
伊
織
さ

ん
と
連
携
し
た

洋
菓
子
作
り
体

た
。
会
員
８
人
が
撮
影

し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
写

真
が
会
場
に
並
び
、
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
。

写
真
展
は
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
９
回
目
。
会
場
に

は
、
農
業
に
関
す
る
写

真
を
中
心
に
、
旅
行
先

で
撮
影
し
た
景
色
の
写

真
な
ど

点
が
並
ん

だ
。高

橋
光
久
会
長
は
「
会
員

が
撮
っ
た
よ
り
す
ぐ
り
の
写

真
が
並
び
、
今
回
も
良
い
写

真
展
に
な
っ
た
。
写
真
に
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
活
動
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

｢

身
土
不
二｣

を

テ
ー
マ
に
作
品
展

写
真
同
好
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
写
真
同
好
会

は
７
月

日
～
８
月
２
日
、

本
町
支
所
で
「
身
土
不
二
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
展
を
開
い

い
出
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

で
焼
き
上
げ
た
。
渡
邊
さ
ん

は
「
児
童
に
と
っ
て
良
い
思

南
相
馬
市
の
児
童
を
対
象
に

地
場
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理

教
室
を
開
い
た
。
県
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
取
り
組
む

「
南
相
馬
子
ど
も
保
養
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
自
身

が
所
有
す
る
加
工
所
に
小
学

３
、
４
年
生
５
人
を
招
き
、

ケ
ー
ク
サ
レ
（
野
菜

な
ど
を
使
っ
た
総
菜

ケ
ー
キ
）
作
り
を
指

導
し
た
。

ケ
ー
ク
サ
レ
の
材

料
に
は
、
同
店
や
出

荷
者
の
仲
間
か
ら
仕

入
れ
た
地
場
産
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
を
使
用
。
児

童
は
、
渡
邊
さ
ん
か

ら
調
理
方
法
を
教
わ

っ
た
後
、
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
食
材

を
混
ぜ
、
オ
ー
ブ
ン

南
相
馬
市
の
児
童

ケ
ー
ク
サ
レ
作
り

じ
ば
さ
ん
ず

出
荷
者
指
導

じ
ば
さ
ん
ず
に
洋
菓
子
を

出
荷
す
る
曽
屋
の
渡
邊
久
子

さ
ん
は
７
月

日
、
福
島
県

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
の
大
切
さ
な

ど
を
説
明
。
食
事
の
際
に
家

族
で
食
卓
を
囲
む
と
絆
が
深

ま
る
こ
と
な
ど
も
伝
え
た
。

家
族
を
つ
な
ぐ


食
と
農

学
ぶ

記
念
の
講
演
企
画

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

７
月

日
、
本
所
で
食
農
活

動
に
関
す
る
講
演
を
開
い

た
。
同
会
が
今
年
で

周
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念

講
演
と
し
て
企
画
。
市
内
の

児
童
や
保
護
者
、
女
性
部
員

ら

人
が
参
加
し
、
家
族
を

つ
な
ぐ
と
い
う
視
点
で
、

〝
食
と
農
〟
へ
の
意
識
を
高

め
た
。

食
育
Ｄ
Ｊ
の
影
山
の
ぞ
み

氏
が
「
子
ど
も
と
家
族
の
絆

を
育
む

食
と
農
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
命
や
農
家
、
家

族
な
ど
に
感
謝
を
伝
え
る

る
際
に
唱
え
た
報
徳
仕
法
な

ど
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

代
に
生
か
す
」
と
題
し
て
講

演
し
、
二
宮
金
次
郎
の
生
涯

な
ど
を
紹
介
。
そ
の
後
、
秦

野
市
出
身
で
映
画
の
主
演
を

務
め
る
俳
優
の
合
田
雅
吏
さ

ん
が
舞
台
あ
い
さ
つ
し
、
映

画
を
上
映
し
た
。

来
場
者
は
、
二
宮
金
次
郎

が
荒
廃
し
た
農
村
を
復
興
す

が
来
場
し
た
。

上
映
前
に
は
、
小
田
原
市

の
報
徳
二
宮
神
社
の
草
山
明

久
宮
司
が
「
二
宮
尊
徳
翁
の

報
徳
思
想
と
報
徳
仕
法
を
現

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
秦

野
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
映
画
「
二
宮
金
次
郎
」

上
映
会
を
開
い
た
。
組
合
員

や
地
域
住
民
ら
１
２
１
６
人

小
学
生
対
象
に

農
業
体
験
学
習

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

７
月

、

、

、
８
月

２
、
７
日
の
５
日
間
、
市
内

の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象

に
農
業
体
験
学
習
を
開
い

た
。
児
童

人
が
参
加
し
、

野
菜
や
茶
、
花
き
な
ど
を
生

産
す
る
農
業
経

営
士
の
下
で
農

作
業
に
励
ん

だ
。２

日
に
は
、

菩
提
で
「
わ
さ

び
や
茶
園
」
を

営
む
山
口
勇
会

長
宅
に
、
児
童

６
人
が
訪
問
。

山
口
会
長
の
サ

ポ
ー
ト
を
受

け
、
茶
畑
の
草

取
り
を
し
た

り
、
ほ
う
じ
茶

作
り
を
体
験
し

な
が
ら
、
秦
野

の
特
産
の
一
つ

で
あ
る
茶
に
つ

い
て
理
解
を
深

め
た
。

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
西
地
区
＝
久
保
寺
リ
ヨ

（
堀
西
）

88
歳(

米
寿)

▽
西
地
区
＝
奥
村
弘
子

（
千
村
）

▽
上
地
区
＝
佐
藤
豊
子

（
菖
蒲
）
佐
藤
峯
生
（
菖

蒲
）

77
歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
清
野
道
郎

（
下
大
槻
）

▽
東
地
区
＝
前
信
子
（
東

田
原
）

▽
西
地
区
＝
平
賀
忠
雄

（
堀
西
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

業
の
概
要
や
市
民
農
園
の
運

営
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。

日
に
は
、
栃
木
県
日
光

市
に
あ
る
二
宮
尊
徳
記
念
館

を
訪
れ
、
二
宮
尊
徳
の
報
徳

仕
法
を
学
ん
で
見
聞
を
広
げ

た
。

島
市
に
あ
る
農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
同
市
の
農

組
織
活
性
化
へ

生
産
組
合
長
視
察

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

、

の

両
日
、
生
産
組
合
長
視
察
研

修
会
を
埼
玉
、
栃
木
の
両
県

で
開
い
た
。
相
互
の
親
睦
を

図
る
と
と
も
に
、
組
織
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙

い
。
各
地
区
の
生
産
組
合
長

と
Ｊ
Ａ
役
職
員

人
が
参
加

し
た
。


日
に
は
、
埼
玉
県
鶴
ヶ

容
や
、
市
が
今
後
予
定
し
て

い
る
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

手
続
き
の
流
れ
な
ど
を
説
明

し
た
。

そ
の
後
、
東
京
大
学
大
学

院
の
安
藤
光
義
教
授
が
「
制

度
改
正
の
下
で
の
都
市
農
業

の
あ
り
方
」
と
題
し
て
講

演
。
都
市
農
業
を
巡
る
情
勢

の
変
化
な
ど
を
挙
げ
、
農
地

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
農
業

後
継
者
を
確
保
す
る
こ
と
の

重
要
性
な
ど
を
説
い
た
。

法
に
関
す
る
研
修
会
を
開
い

た
。
生
産
緑
地
の
当
初
指
定

か
ら

年
が
経
過
す
る
前

に
、
組
合
員
に
生
産
緑
地
に

関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
実
施
。
Ｊ
Ａ
の
資
産

運
用
部
会
や
税
務
研
究
会
に

所
属
す
る
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
役

職
員
合
わ
せ
て
１
３
９
人
が

参
加
し
た
。

講
師
を
務
め
る
秦
野
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
課
の
職
員

が
、
生
産
緑
地
法
の
改
正
内

生
産
緑
地
の

知
識
深
め
て

組
合
員
ら
研
修
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
７
月


日
、
本
所
で
改
正
生
産
緑
地

千
村
の
伊
藤
裕
紀
さ
ん
も
、
「
う
で

ピ
ー
」
用
落
花
生
の
生
産
者
の
一
人

だ
。
昨
年
３
月
に
海
老
名
市
に
あ
る
か

な
が
わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
、

現
在
は
妻
と
共
に
、
露
地
野
菜
の
他
、

７
㌃
の
畑
で
「
郷
の
香
」
を
栽
培
。
９

月
上
旬
ま
で
に
、
約
１
５
０
㌔
を
出
荷

す
る
予
定
だ
。

今
年
初
め
て
落
花
生
の
栽
培
に
挑
戦

し
た
伊
藤
さ
ん
。
草
取
り
や
長
雨
で
苦

労
が
続
い
た
も
の
の
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域

農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当

者
）
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
日
々
の
栽

培
管
理
を
進
め
て
き
た
。

伊
藤
さ
ん
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
品
質
の
良
い
落
花
生
が
で
き

た
と
思
う
。
一
生
懸
命
作
っ
た
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
う
で
ピ
ー
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

落
花
生
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
と
と
も

に
、
今
年
も
「
う
で
ピ
ー
」
の
販
売
が

開
始
。
濃
厚
な
味
わ
い
と
豊
か
な
香
り

が
特
徴
で
、
酒
の
つ
ま
み
や
土
産
な
ど

と
し
て
毎
年
人
気
の
一
品
だ
。
じ
ば
さ

ん
ず
で
、
２
５
０
㌘
入
り
５
０
０
円

（
税
込
み
）
で
販
売
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
加
工
所
で
は
連
日
、
生
産
者

が
持
ち
寄
っ
た
早
生
種
の
「
郷
の
香
」

を
Ｊ
Ａ
職
員
が
加
工
。
塩
水
に
浸
し
た

後
に
蒸
気
圧
力
釜
を
使
っ
て
ゆ
で
上

げ
、
選
別
し
て
瞬
間
冷
凍
す
る
。
５
日

か
ら
始
ま
っ
た
加
工
作
業
は
、
９
月
中

旬
ま
で
続
く
予
定
だ
。

秦
野
市
で
は
昔
か
ら
農
家
が
、
お
や

つ
代
わ
り
に
塩
ゆ
で
し
た
落
花
生
を
食

べ
て
い
た
。
Ｊ
Ａ
は
、
そ
の
食
文
化
に

着
目
し
「
う
で
ピ
ー
」
と
し
て
１
９
８

９
年
に
商
品
化
。
今
年
で

周
年
を
迎

え
た
。
商
品
名
は
、
同
市
の
方
言
で

「
ゆ
で
る
」
こ
と
を
「
う
で
る
」
と
発

音
す
る
こ
と
が
由
来
に
な
っ
て

い
る
。
今
で
は
県
の
「
か
な
が

わ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
も
受
け

る
な
ど
、
多
く
の
消
費
者
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
る
。

今
年
は
一
層
の
生
産
拡
大
を

図
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農

業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担

当
者
）
が
、
新
規
就
農
者
ら
に

落
花
生
の
栽
培
を
呼
び
掛
け
た

他
、
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病

害
虫
の
防
除
方
法
な
ど
を
定
期

的
に
指
導
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
生
産
者
は
昨
年
よ
り
６
人

多
い
、

人
に
増
加
。
集
荷
量

も
昨
年
よ
り
５
０
０
㌔
多
い
、
約
７
㌧

を
見
込
ん
で
い
る
。

落
花
生
は
紀
元
前
か
ら
南
米
で
生
産

さ
れ
、
日
本
に
は
江
戸
時
代
に
持
ち
込

ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

県
内
一
位
の
落
花
生
の
生
産
量
を
誇

る
秦
野
市
で
は
、
明
治
時
代
初
期
か
ら

栽
培
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
自
家
用
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
大
正
時
代
に
入

っ
て
か
ら
商
品
化
が
進
み
、
作
付
け
も

広
が
っ
た
。
火
山
灰
を
含
む
秦
野
の
土

壌
が
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も

あ
り
、
葉
タ
バ
コ
の
輪
作
体
系
の
一
環

と
し
て
生
産
が
伸
び
て
、
秦
野
を
代
表

す
る
特
産
品
に
成
長
し
た
。

「
秦
野
市
農
協
二
十
年
史
」
に
よ
る

と
、
大
正

（
１
９
２
６
）
年
の
南
秦

野
村
で
は
、
大
麦
や
小
麦
な
ど
と
同
様

に
多
く
の
農
家
が
栽
培
し
、
当
時
は
同

村
だ
け
で
も
１
２
６
・
９
㌶
あ
っ
た
。

昭
和

年
代
に
は
作
付
面
積
が
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
他
の
品
目

に
切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
昭
和

（
１
９
７
５
）
年
ご

ろ
に
は
市
内
で
４
８
７
㌶
あ
っ
た
作
付

面
積
が
、
昭
和

（
１
９
８
０
）
年
に

２
７
８
㌶
ま
で
減
少
し
た
と
い
う
。

約

年
に
わ
た
っ
て
落
花
生
を
栽
培

す
る
鶴
巻
の
佐
藤
長
蔵
さ
ん
は
、

～


代
の
時
に
、

㌃
の
畑
で
年
間
約
９

０
０
㌔
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。
「
若
い
頃
は

収
穫
か
ら
出
荷
ま
で
人
力
で
の
作
業
が

多
く
て
大
変
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
。

現
在
は
、
農
業
機
械
の
普
及
に
よ
り

作
業
の
効
率
化
が
進
み
、
作
付
面
積
を

増
や
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
収

獲
後
は
今
で
も
「
く
る
り
棒
」
と
呼
ば

れ
る
農
具
で
落
花
生
の
殻
を
割
っ
た

り
、
取
り
出
し
た
落
花
生
を
唐
箕
（
と

う
み
）
で
選
別
し
た
り
す
る
な
ど
、
当

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
作
業
を
続
け
て
い

る
。現

在
、
市
内
の
生
産
者
は
約
１
３
０

軒
ほ
ど
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
Ｊ
Ａ

は
栽
培
講
習
会
の
開
催
や
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ

担
当
者
）
に
よ
る
栽
培
指
導
な
ど
を
通

じ
て
農
家
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
さ
ら

に
、
行
政
な
ど
と
連
携
し
て
相
州
落
花

生
協
議
会
を
組
織
し
、
生
産
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

落花生を食べて健康に。さまざまな

栄養素を豊富に含む落花生は、美容と健康

に効果があると近年注目を集めている。

タンパク質やナイアシン、ミネラルなど

が豊富な落花生。中でも、ポリフェノール

の一種「レスベラトロール」とビタミンＥ

が多く含まれ、血液をさらさらにする他、

強い抗酸化作用が認められる。体内の活性

酸素を抑え、肌を若々しく保ったり、老化

を防いだりするなど、アンチエイジング効

果が期待できる。過剰な摂取はニキビや肌

荒れなどの原因になってしまうものの、肥

満予防、二日酔い防止、貧血予防などの効

果も見込まれる。

が
収
穫
や
出
荷
な
ど
の
作
業
に
連
日
汗
を
流
し
て

い
る
。
良
質
な
秦
野
産
の
落
花
生
は
、
生
落
花
生

と
し
て
じ
ば
さ
ん
ず
な
ど
に

並
ぶ
他
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
販

売
す
る
冷
凍
ゆ
で
落
花
生

「
う
で
ピ
ー
」
な
ど
の
加
工

品
に
姿
を
変
え
、
全
国
の
消

費
者
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
。

秦
野
を
代
表
す
る
農
産
物
の
一
つ
、
落
花
生
。

今
年
も
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多
く
の
生
産
者

「うでピー」用の落花生を加工所に持ち込む伊
藤さん

唐
箕
を
点
検
す
る
佐
藤
さ
ん

落
花
生
を
牛
車
に
運
び
込
む
農
家(
１
９
５
５
年
ご
ろ)

特 産特 産
全
国
の
消
費
者
か
ら
人
気
集
め

初
栽
培
に
挑
戦
も

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
サ
ポ
ー
ト

歴史は古く

秦野では明治
時代初期から

今
年
も
う
で
ピ
ー
愛

さ
れ
続

け
て
30
年

豊
富
な
栄
養
素
に
注
目

美容と健康にぴったり

今年も販売が始まった特産の「うでピー」

栄
町
の
―
栗

く

り

飯
原

い

い

ば

ら

亮
洋

あ

き

ひ

ろ

さ
ん(

)

｢おいしい｣の声が励みに

№435
栄
町
で
栗
飯
原
豆
腐
店

を
営
む
栗
飯
原
亮
洋
さ

ん
。
同
店
を
営
む
両
親
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
、
大
学
在
学
中
に
父
が

体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら

店
を
手
伝
い
始
め
、
卒
業

後
に
引
き
継
い
だ
。
現
在

は
母
と
協
力
し
て
同
店
を

切
り
盛
り
し
て
い
る
。



作
っ
て
い
る
商
品

は
？

種
類
ほ
ど
あ
り
、
豆

腐
や
油
揚
げ
、
生
湯
葉
な

ど
の
他
、
豆
腐
ハ
ン
バ
ー

グ
や
豆
腐
メ
ン
チ
な
ど
の

総
菜
も
作
っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
お
薦
め
で
す
が
、

特
に
生
湯
葉
が
人
気
で

す
。
で
き
る
だ
け
安
く
提

供
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い

る
の
で
、
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。



販
売
先
は
？

自
分
の
店
の
他
、
じ
ば

さ
ん
ず
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
福

祉
施
設
や
小
学
校
、
こ
ど

も
園
な
ど
に
配
達
し
て
い

ま
す
。



客
層
は
？

地
元
の
方
が
多
く
、
ほ

と
ん
ど
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で

す
が
、
最
近
は
じ
ば
さ
ん

ず
で
購
入
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
市
外
か
ら
買
い

に
来
て
く
れ
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。



仕
事
以
外
で
は
？

地
域
の
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
て
、
上
宿
観
音
堂

の
参
道
で
開
い
て
い
る

「
丹
沢
朝
市
」
の
代
表
を

務
め
る
他
、
消
防
団
な
ど

に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
日
は
、
市
内
外

の
祭
り
で
み
こ
し
を
担
い

だ
り
、
息
子
の
サ
ッ
カ
ー

の
応
援
に
出
掛
け
た
り
し

て
い
ま
す
。

毎
日
忙
し
い
で
す
が
、

成
長
し
て
い
く
息
子
の
姿

を
見
る
の
が
日
々
の
楽
し

み
で
す
。



今
後
の
展
望
は
？

日
に
よ
っ
て
は
深
夜
か

ら
豆
腐
作
り
を
始
め
る
こ

と
も
あ
り
、
大
変
な
と
き

も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ

ま
か
ら
の
「
お
い
し
い
」

の
声
が
や
り
が
い
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
店
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

講
演
す
る
安
藤
教
授

40
周
年
の
農
業

40
周
年
の
農
業

経
営
士
会
活
躍

40
周
年
の
農
業

経
営
士
会
活
躍

合田さ
ん舞台

あいさつも

舞
台
あ
い
さ
つ
を
す
る
主
演
の
合
田
雅
吏
さ
ん

写
真
を
前
に
意
見
を
交
換
す
る
会
員

｢

二
宮
金
次
郎｣

を
上
映

児
童
と
洋
菓
子
を
作
る
村
上
さ
ん
㊧
と
吉
田

さ
ん

影山氏の講演会に親子らが参加

二
宮
尊
徳
記
念
館
を
視
察
し
た

組
合
員
ら

山
口
会
長
か
ら
茶
園
の
説
明
を
受
け
る
児
童

ら

渡
辺
さ
ん
㊨
か
ら
ケ
ー
ク
サ
レ
の
作
り

方
を
教
わ
る
児
童

Ｊ Ａ は だ の 年(令和元年)月日(月曜日) （）第号 総　合（）
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倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

る
な
ど
、
秦
野
産
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

安
味
会
長
は
「
多
く
の
来

店
者
に
購
入
し
て
も
ら
え
て

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
今

後
も
積
極
的
に
秦
野
の
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
の
魅
力
を
発
信
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。

会
長
が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

お
勧
め
の
食
べ
方
な
ど
を
説

明
し
な
が
ら
、
来
店
者
に
試

食
を
振
る
舞
っ
た
。
Ｊ
Ａ
は

だ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
や
え
の
ち
ゃ
ん
」
も

登
場
し
、
摘
み
取
り
園
の
地

図
を
掲
載
し
た
ち
ら
し
を
配

タ
ー
や
Ｊ
Ａ
営
農
課
の
職
員

ら
合
計
５
人
が
店
頭
に
立

ち
、
秦
野
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
品
質
や
会
員
が
開
く
摘
み

取
り
園
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
安
味

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
は


日
、
横
浜
市
上
大
岡
の
京

急
百
貨
店
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
。
安
味
孝
明
会
長
の
他
、

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン

機
械
は
Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

全
農
か
な
が
わ
で
農
業
機
械

展
示
予
約
会
を
開
い
た
。
Ｊ

Ａ
は
だ
の
管
内
か
ら
は
１
４

０
人
の
組
合
員
が
来
場
し

た
。会

場
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
耕
運
機
な
ど
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
農
業
機
械
が
並
ん
だ
。

来
場
者
は
Ｊ
Ａ
職
員
や
ス
タ

ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
、
機

械
の
性
能
や
価
格
を
確
認
し

た
。「

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川

推
奨
型
式
」
を
展
示
す
る
エ

リ
ア
も
設
け
、
一
括
仕
入
れ

で
価
格
を
下
げ
た
農
業
機
械

が
並
ん
だ
。
展
示
し
た
農
業

指
導
員
協
議
会
は
２
、
３
の

両
日
、
平
塚
市
田
村
の
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
や

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
、
農
機

た
。
毎
月

、

日
に
組
合

員
宅
を
訪
問
し
、
機
関
紙

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
や
通
知
物

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
組

合
員
と
職
員
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
ご
意
見

・
ご
要
望
の
把
握
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
組
合
員
訪

問
日
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ

う
と
、
組
合
員
訪
問
日
充
実

月
間
と
し
て
い
ま
す
。

｢

お
互
い
に
知
り
合
お
う｣

｢

お
互
い
に
学
び
合
お
う｣

｢

お
互
い
に
助
け
合
お
う｣

の

三
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

き
、
組
合
員
の
生
の
声
を
Ｊ

Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
機
会

と
し
て
、
多
く
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

組
合
員
訪
問
日
は
１
９
６

８
年
８
月
か
ら
実
施
し
、
今

年
で

年
目
を
迎
え
ま
し

て
か
ら
で
は
薬
剤
が
効
き
に

く
く
な
る
た
め
、
発
生
初
期

の
防
除
が
大
切
で
す
。
卵
塊

や
孵
化
し
た
ば
か
り
の
集
団

を
取
り
除
く
の
も
有
効
な
防

除
方
法
で
す
。

▽
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
年
間

４
、
５
回
発
生
し
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
発
生
量
が
多

く
な
り
ま
す
。
ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ
と
同
様
、
各
種
作
物
を

加
害
し
ま
す
が
、
作
物
内
部

に
潜
り
込
む
性
質
が
よ
り
強

い
虫
で
す
。
卵
は
塊
で
な
く

一
個
ず
つ
作
物
表
面
に
産
み

ま
す
。
幼
虫
は
柔
ら
か
い
葉

を
食
害
し
た
後
、
す
ぐ
に
作

物
内
部
へ
侵
入
し
ま
す
。
各

種
薬
剤
に
対
す
る
抵
抗
性
が

発
達
し
て
お
り
、
作
用
の
異

な
る
薬
剤
を
用
い
た
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
い
ま

す
。
そ
の
際
、
浸
透
移
行
性

の
高
い
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
組
み
込
む
と
有
効
で

す
。

（
吉
岡
）

り
込
ん
で
食
害
す
る
の
で
、

薬
液
が
掛
か
り
に
く
く
、
防

除
が
難
し
い
で
す
。
薬
剤
防

除
で
は
浸
透
移
行
性
の
高
い

薬
剤
（
粒
剤
を
含
む
）
の
使

用
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
育

苗
期
の
被
覆
も
有
効
で
す
。

防
除
が
遅
れ
る
と
被
害
が
大

き
く
な
り
、
収
穫
量
が
大
幅

に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
播

種
（
は
し
ゅ
）
・
定
植
後

は
、
時
々
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
見
回
り
被
害
が
な
い

か
確
認
し
、
発
見
し
た
ら
す

ぐ
に
防
除
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
、
８

月
～

月
に
発
生
し
、
幅
広

い
作
物
で
被
害
が
見
ら
れ
ま

す
。
卵
は
数
百
個
で
一
つ
の

卵
塊
と
し
て
産
み
付
け
ら

れ
、
孵
化
（
ふ
か
）
し
た
幼

虫
は
集
団
で
食
害
し
ま
す
。

幼
虫
が
中
齢
以
降
に
な
る
と

単
独
行
動
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
葉
脈
や
葉
柄
を
残
し
て

暴
食
し
ま
す
。
大
き
く
な
っ

ま
れ
ま
す
。
雑
食
性
で
さ
ま

ざ
ま
な
作
物
に
加
害
し
、
雑

草
で
の
発
生
も
多
い
の
で
、

除
草
や
作
物
残
渣
（
ざ
ん

さ
）
の
処
理
が
不
十
分
な
場

合
は
被
害
が
出
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
畑
の
周
辺
か

ら
幼
虫
が
移
動
し
て
く
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
周
辺
の
雑

草
の
管
理
も
重
要
で
す
。
防

除
方
法
と
し
て
は
、
作
付
け

前
に
土
壌
消
毒
を
行
う
か
粒

剤
を
土
壌
混
和
し
ま
す
。
幼

虫
は
土
壌
表
面
に
近
い
部
分

を
食
害
す
る
の
で
、
粒
剤
は

土
壌
表
面
だ
け
軽
く
混
ぜ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
あ
ま
り
深

く
混
ぜ
す
ぎ
る
と
防
除
効
果

が
低
く
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

（
ダ
イ
コ
ン
シ
ン
ク
イ
ム

シ
）ハ

イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

は
、
８
月
中
旬
か
ら
発
生

し
、
高
温
少
雨
で
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。
幼
虫
は
芯
葉

を
つ
づ
り
合
わ
せ
、
中
に
潜

夏

か

ら

秋

の

主
な
害
虫
防
除

▽
ネ
キ
リ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類
は
年
間
に

数
回
発
生
し
、
５
月
～
６
月

と
９
月
ご
ろ
に
被
害
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
昼
間
は
土
中

に
潜
み
、
夜
間
に
作
物
の
地

際
や
株
元
な
ど
を
食
害
す
る

害
虫
の
総
称
で
、
カ
ブ
ラ
ヤ

ガ
、
タ
マ
ナ
ヤ
ガ
な
ど
が
含

日
、
市
内
圃
場
で
梨
部
立
毛

共
進
会
を
開
い
た
。
審
査
の

結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
成
田
和
善

（
鶴
巻
南
）
▽
優
良
賞
＝
岩

田
賀
津
美
（
鶴
巻
北
）
佐
野

憲
二
（
三
廻
部
）
北
村
光
弘

（
鶴
巻
）

◇

果
樹
部
会
ぶ
ど
う
部
は
１

日
、
市
内
圃
場
で
大
粒
種
立

毛
共
進
会
を
開
い
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
栗
原
孝
夫

（
平
沢)

▽
優
良
賞
＝
草
山

一
郎(

平
沢)

岩
田
賀
津
美

(

鶴
巻
北)

須
藤
政
一(

菖
蒲)

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

果
樹
部
会
ぶ
ど
う
部
は
７

月

日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ

ょ
う
）
で
小
粒
種
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
草
山
一
郎

（
平
沢
）
▽
優
良
賞
＝
横
溝

慶
一
（
落
合
）
井
上
能
伸

（
落
合
）

◇

果
樹
部
会
梨
部
は
７
月


み
）不

調
知
ら
ず
の
体
に
な
る

こ
こ
か
ら
は
じ
め
る

発
酵
食

栗
生
隆
子

著

発
酵
食
で
長
年
の
腸
の
不

調
を
改
善
し
た
著
者
に
よ
る

レ
シ
ピ
。
塩
こ
う
じ
や
豆
乳

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
手
軽
な
作

り
置
き
発
酵
食

品
と
、
そ

れ
ら
を
取
り
入
れ
て
作
る
腸

に
効
く

献
立
を
紹
介
。

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

み
）

み
）濃

い
め
が
お
い
し
い

至
福
の
プ
リ
ン

柳
瀬
久
美
子

著

星
谷
菜
々

著

高
吉
洋
江

著

藤
野
貴
子

著

プ
リ
ン
好
き
な
料
理
家
４

人
が
、
濃
い
め
で
ぜ
い
た
く

な
味
わ
い
の
レ
シ
ピ
を
提

案
。
王
道
の
カ
ス
タ
ー
ド
か

ら
、
一
風
変
わ
っ
た
野
菜
プ

リ
ン
ま
で
多
彩
な
フ
レ
ー
バ

ー
を

品
紹
介
。
ど
れ
も
一

度
食
べ
た
ら
止
ま
ら
な
い
。

定
価
１
４
０
４
円
（
税
込

も
共
に
学
び
、
自
分
の
居
場

所
を
見
つ
け
て
生
き
生
き
と

成
長
で
き
る
。
そ
ん
な
公
立

小
学
校
の
初
代
校
長
を
務

め
、
「
不
登
校
ゼ
ロ
」
の
事

実
を
つ
く
っ
た
著
者
の
子
育

て
論
。
育
児
に
悩
む
お
母
さ

ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

｢

ふ
つ
う
の
子｣

な
ん
て


ど
こ
に
も
い
な
い

木
村
泰
子

著

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

用
冷
凍
機
の
更
新
に
対
す
る

補
助
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

高
橋
市
長
は
「
要
請
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
て
、
今
後

も
共
に
秦
野
の
農
業
を
振
興

し
て
い
け
れ
ば｣
と
応
え
た


目

件
。
今
年
度
は
、
新
た

に
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
冷
蔵
庫

の
組
織
代
表
者
で
構
成
す
る

農
政
対
策
委
員
会
は
７
月


日
、
秦
野
市
役
所
を
訪
れ
、

２
０
２
０
年
度
農
林
業
施
策

・
予
算
要
請
書
を
提
出
し

た
。
委
員
長
の
山
口
政
雄
組

合
長
が
代
表
し
、
高
橋
昌
和

市
長
と
阿
蘇
佳
一
市
議
会
議

長
に
手
渡
し
た
。

要
請
書
の
内
容
は
、
生
産

組
合
や
業
種
別
部
会
か
ら
の

意
見
を
集
約
し
、
同
委
員
会

や
理
事
会
な
ど
で
協
議
を
重

ね
て
き
た
も
の
。

要
請
し
た
施
策
は
、
認
定

農
業
者
や
鳥
獣
被
害
に
関
す

る
対
策
な
ど
５
項
目

件
。

予
算
は
、
水
田
用
水
量
の
確

保
事
業
や
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
防
除
対
策
事
業
な
ど

項

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
理
事
、
生

産
組
合
、
青
年
部
、
女
性
部

｢

み
ん
な
で
地
産
地
消
運
動｣

の
ち
ら
し
を
配
り
な
が
ら
地

場
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

７
月

日
に
同
店
で
開
い

た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
生

産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て


人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぴ
ー

な
マ
ン｣

と｢

や
え
の
ち
ゃ

ん
」
も
登
場
し
、
多
く
の
来

店
者
に
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む

同
店
は
、
７
月

日
の
店

内
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
地
場
産
農
産
物
の
専
用
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
。
出
荷
す
る

生
産
者
７
人
の
顔
写
真
や
品

種
ご
と
の
特
徴
を
表
示
し
た

Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
店
内
広
告
）
も
掲

示
し
て
い
る
。

▽
地
震
防
災
規
程
（
地
震

防
災
応
急
計
画
）
の
設
定
に

つ
い
て

８
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

ＪＡグリーンはだのは９月７日

（土）～日（月）、ボードン袋と

テープのキャンペーンを実施しま

す。品以上を特別価格で販売しま

すので、お得なこの機会にぜひご購

入ください。お問い合わせはＪＡグ

リーンはだのまで。☎－7719

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
イ
オ
ン
秦
野
店
と
連

携
し
、
管
内
の
農
家
が
育
て
た
新
鮮
な
農

産
物
を
多
く
の
消
費
者
に
販
売
し
て
い

る
。
昨
年
８
月
か
ら
同
店
と
話
し
合
い
を

重
ね
、
地
場
産
農
産
物
専
用
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
が
実
現
。
秦
野
産
の
魅
力
を
多
く
の

消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
販

路
を
拡
大
す
る
こ
と
で
農
家
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
て
い
る
。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

高
殿
の
風
吹
き
通
る
夏
座
敷

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

無
口
と
は
云
わ
ぬ
が
根
負
け
唖
の
蝉

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

ハ
ン
ド
ル
に
凭
れ
貪
る
三
尺
寝菊

池
と
し
え
（
菩

提
）

風
鈴
の
風
さ
え
呼
べ
ぬ
有
待
か
な

志
賀

明
子
（
千

村
）

大
花
火
見
る
や
宇
宙
の
窓
開
け
て

芦
川

松
江
（
八

沢
）

古
物
の
よ
う
に
剥
ぎ
棄
つ
暑
さ
か
な

志
田

恵
美
（
南
が
丘
）

花
十
字
蕊
伸
び
秋
へ
日
が
堕
ち
る

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

つ
ば
く
ら
め
平
成
橋
の
赤
信
号高

橋

順
子
（
大
秦
町
）

造
成
の
ま
ま
半
世
や
晩
夏
光

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

は
は
の
忌
の
母
の
同
輩
盆
料
理佐

藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

サ
ン
グ
ラ
ス
と
る
ま
で
美
女
で
あ
り
続
く

森
高

由
子
（
渋

沢
）

お
お
い
な
る
夏
の
輝
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

大
嵐
列
島
を
飲
む
終
戦
日

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

道
の
辺
の
猫
の
む
く
ろ
に
誰
が
置
き
し

そ
の
顔
お
お
う
野
花
ひ
と
た
ば

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

評

一
読
し
て
状
況
は
明
ら
か
。
ね
こ
の
か
お
を

覆
う
よ
う
に
手
向
け
ら
れ
た
野
の
花
に
、
手

向
け
た
人
の
優
し
さ
を
思
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

秦
野
生
ま
れ
の
合
田
雅
吏
の
演
じ
た
る

二
宮
金
次
郎
観
る
に
満
席

細
田

富
士
（
千

村
）

楢
枯
ら
す
虫
を
持
ち
来
る
獣
と
ぞ

庭
の
に
っ
き
の
枯
れ
た
る
を
惜
し
む

峰

孝
子
（
千

村
）

楽
し
か
る
夕
餉
も
終
わ
り
子
等
帰
り

夫
と
二
人
の
夜
戻
り
く
る

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

掌
に
火
玉
一
つ
転
ば
せ
て

た
ば
こ
吸
い
し
父
面
影
し
の
び
香
た
く

今
井

か
め
（
羽

根
）

ひ
と
つ
ず
つ
剥
い
て
下
漬
け
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の

本
漬
け
の
こ
ろ
梅
雨
あ
け
る
か
な

伊
東

久
（
渋

沢
）

明
晰
に
反
日
韓
国
を
論
破
せ
り

武
藤
正
敏
氏
に
喝
采
送
ら
む

選
者

税務相談日 ９月日（火）
午前９時分～

法務相談日 ９月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

９月日（火）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

■材料(６～７人分)■

油揚げ枚、冷やし中

華またはラーメンの麺

２玉、ネギ２本、ニン

ニク１片、ひき肉150

㌘、Ａ（ショウガ１

片、コチュジャン大さ

じ１、しょうゆ大さじ１、砂糖小さじ１／２、

ごま油適量、すりごま適量）、卵３個、砂糖小

さじ２、ハム５枚、キュウリ１本

〈作り方〉

①油揚げは半分に切って甘辛く煮る。麺はゆで

てざるに上げておく。

②ネギとニンニクをみじん切りにしてひき肉と

炒め、Ａの調味料で味を付ける。

③②に麺を入れて混ぜる。

④卵を溶いて砂糖を入れ、フライパンでスクラ

ンブルエッグを作る。ハム、キュウリを千切

りにする。

⑤③に④を混ぜ込み、油揚げの中に入れたら完

成。

〈ひとことアドバイス〉

夏ばての時も食べやすい料理です。油揚げの

代わりにサンチュやのり、サニーレタス、青じ

そなどに包んで食べてもおいしいです。

ジャージャー麺いなりジャージャー麺いなり
南支部 小髙

こ た か

瑛子
ひ で こ

さん

盆踊りなどで楽しさ満喫
｢夏祭り｣

Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
だ
の
の
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

し
ま
す

◇

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用

者
の
健
康
増
進
や
交
流
を
目

的
に
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て

い
ま
す
。

～

の
３
日
間

に
は
、
夏
祭
り
を
開
き
ま
し

た
。利

用
者
の
方
々
は
、
お
み

こ
し
を
担
い
だ
り
、
女
性
部

目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
と
共

に
盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
か
き
氷
や

駄
菓
子
な
ど
を
食
べ
、
夏
祭

り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
後
も
利
用
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
い

て
い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は

だ
の
ま
で
。
☎

－
５
１
７

７

組合員宅を訪問し
ＪＡ運営に生の声

８月は充実月間８月は充実月間

イ
オ
ン
秦
野
店
に
専
用
コ
ー
ナ
ー

イ
オ
ン
秦
野
店
に
専
用
コ
ー
ナ
ー

新
鮮
な
農
産
物
販
売

新
鮮
な
農
産
物
販
売

販
路
を
拡
大

地
場
産
Ｐ
Ｒ

高
橋
市
長
に
要
請
書
を
渡
す
農

政
対
策
委
員

特
別
価
格
で
販
売
す
る
ボ

ー
ド
ン
袋

地
場
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
生
産
者
ら

機
械
の
性
能
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
組
合
員

展示予約会

人
気
の
農
機
ず
ら
り

秦
野
か
ら
も

人

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

ボードン袋･テープキャンペーン

農
業
振
興
を
市
に
要
請

ブルーベリー
魅力を伝える

横浜で宣伝活動

来店者に試食を勧める安味会長㊨

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(令和元年)月日(月曜日) 年(令和元年)月日(月曜日) （）
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

総
当
た
り
戦
で
、
勝
利
数
を

競
い
優
勝
ペ
ア
を
決
め
た
。

参
加
者
は
ペ
ア
同
士
で
声

を
掛
け
合
い
、
息
の
合
っ
た

チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
展
開
。
鋭

い
ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
打
ち

込
ん
だ
。
白
熱
し
た
試
合
を

制
し
、

田
真
弓
・
井
上
範

子
ペ
ア
が
見
事
優
勝
に
輝
い

た
。

た
。試

合
型
式
は
ダ
ブ
ル
ス
の

開
い
た
。
部
員
の
健
康
増
進

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
目

的
。
部
員

人
が
参
加
し

女
性
部
は

日
、
上
小
学

校
の
体
育
館
で
球
技
大
会

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
）
を

【
正
組
合
員
資
格
】

・
耕
作
す
る
土
地
が

㌃

以
上
で
あ
る

・
農
業
従

事
日
数
が
１

年
の
う

ち

日
以
上
で
あ

る【
法
人
正
組
合
員
資
格
】

・
事
務
所
ま
た
は
経
営
に

係
る
土
地
が
秦
野
市
内
に
あ

る【
准
組
合
員
資
格
】

・
継
続
し
て
組
合
の
事
業

を
利
用
す
る
方

組
合
員
資
格
の
喪
失
や
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
お
手
数
で
す
が
、
各
支

所
・
支
店
窓
口
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

図
書
室
の
ご
案
内

本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

３
階
の
図
書
室
に
は
農
業
を

は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
健
康
な
ど
、
生
活
に

役
立
つ
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
５

０
０
０
冊
以
上
並
ん
で
い
ま

す
。
家
の
光
協
会
出
版
の
新

刊
図
書
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
室

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
貸
出
日
数
・
冊
数

２

週
間
、
１
人
３
冊
ま
で

◎
開
室
日

月
～
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）

◎
開
室
時
間

午
前
８
時


分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◎
貸
し
出
し
・
返
却

図

書
室
に
あ
る
専
用
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け

の
簡
単
な
手
続
き
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４

い
コ
ー
ナ
ー
、
乗
馬
・
乳
搾

り
体
験
、
堆
肥
の
無
料
配

布
、
豚
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・

焼
き
そ
ば
の
模
擬
店
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
は
だ

の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
☎

－
７
８
０
０

生
産
緑
地
地
区
の

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

秦
野
市
か
ら
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
次
の
土

地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の
あ

っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。農

業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
秦
野

市
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
都
市
計
画
担
当
へ
ご
連
絡

を
。
☎

－
９
６
４
３

組

合

員

資

格

確
認
の
お
願
い

当
Ｊ
Ａ
定
款
規
定
に
よ

り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
組

合
員
資
格
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
資
格
要
件
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
そ

の
旨
を
書
面
で
届
け
出
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
月
に
１
回
土
曜
出
勤
有

り
、
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

◎
待
遇

交
通
費
規
定
支

給
、
社
会
保
険
加
入
（
週
４

日
以
上
勤
務
の
方
）

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
は

だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎

－
７
２
１
０

じ
ば
さ
ん
ず
の

パ
ー
ト
職
員
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
の
パ
ー
ト
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働

き
や
す
い
職
場
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。◎

業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
１
５
円

（
学
生
１
０
０
５
円
）

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
７
時

※
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

◎
待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
両

通
勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７秦

野

市

畜

産

ま
つ
り
を
開
催

家
畜
コ
ン
テ
ス
ト
の
畜
産

共
進
会
と
併
せ
て
「
畜
産
ま

つ
り
（
第

回
畜
産
共
進

会
）
」
を
開
催
し
ま
す
。
秦

野
市
の
畜
産
に
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
機
会
な
の
で
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月
６
日(

日)

午
前

時
～
午
後
２
時

◎
場
所

田
原
ふ
る
さ
と

公
園
中
丸
広
場

◎
出
品
家
畜

乳
牛

◎
内
容

小
動
物
ふ
れ
あ

◎
時
給

１
２
１
０
円

（
土
日
祝
日
の
加
給
有
り
）

※
採
用
３
カ
月
ま
で
は
時

給
１
０
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

※
時
間
・
勤
務
日
は
応
相

談
◎
待
遇

制
服
貸
与
、
交

通
費
規
定
支
給

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◎
資
格

要
普
通
免
許
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

方
、
実
務
経
験
の
あ
る
方
・

介
護
保
険
認
定
調
査
が
で
き

る
方
歓
迎

◎
時
給

１
５
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
５
時
（
休
憩
１
時

間
）◎

勤
務

週
３
日
以
上

タ
ン
ク
・
コ
ン
テ
ナ

お
申
し
込
み
は
各
支
所
・

支
店
へ
。
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
ま

で
。
☎

－
７
７
１
９

ヘ

ル

パ

ー

と

ケ
ア
マ
ネ
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
不
問
。

働
き
や
す
い
職
場
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

◎
業
務
内
容

訪
問
介
護

◎
資
格

介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
）
、
要
普
通

免
許

を
行
い
ま
す
。

◎
日
時

９
月
７
日(

土)

大
根
・
南
地
区
＝
午
前
９

時
～
同

時

東
・
西
地
区
＝
午
前

時

～
同

時

本
町
・
北
・
上
地
区
＝
午

前

時
～
正
午

※
天
候
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
場
所

本
所
選
果
場
前

下
屋◎

対
象
者

Ｊ
Ａ
か
ら
資

材
を
購
入
さ
れ
た
方

◎
対
象
物

①
使
用
済
み

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
農

業
用
ポ
リ
マ
ル
チ
②
使
用
済

み
農
薬
ポ
リ
容
器
お
よ
び
肥

料
の
空
き
袋
③
使
用
済
み
野

菜
苗
ポ
ッ
ト
お
よ
び
プ
ラ
鉢

ま
た
は
ト
レ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

産
食
材
を
使
っ
た
寒
天
や
ゼ

リ
ー
の
寄
せ
物
な
ど
の
実

習
。
午
後
は
、
予
約
制
で
個

別
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
現

地
訪
問
も
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
下
期
の
廃
ビ
と

廃

ポ

リ

回

収

農
業
用
資
材
の
廃
棄
処
分

対
策
の
一
環
と
し
て
、
使
用

済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
お
よ

び
農
業
用
ポ
リ
製
品
の
回
収

加
工
相
談
会
を
開
催

加
工
所
を
お
持
ち
の
方
、

加
工
所
の
新
設
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
方
、
農
産
加
工
品

に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時

９
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
参
加
費

無
料

◎
内
容

午
前
は
、
地
場

南支部

ブ
ド
ウ
狩
り

南
支
部
の
部
員
ら


人
は
９
日
、
平
沢

の
草
山
ブ
ド
ウ
園
で

ブ
ド
ウ
狩
り
を
行
っ
た
。
部

員
の
家
族
も
参
加
し
、
互
い

に
交
流
を
深
め
た
。

参
加
者
は
食
べ
頃
の
ブ
ド

ウ
を
選
び
、
は
さ
み
で
切
っ

て
収
穫
。
そ
の
後
、
参
加
者

全
員
で
試
食
用
の
ブ
ド
ウ
を

食
べ
、
「
と
て
も
甘
い
」

「
み
ず
み
ず
し
く
て
お
い
し

い
ね
」
な
ど
と
会
話
を
弾
ま

せ
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

燥
さ
せ
て
仕
上
げ
た
。

っ
け
ん
を
作
っ
た
。
部
員
ら


人
が
参
加
し
た
。

部
員
は
、
湯
に
溶
か
し
た

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
に
廃
油
を
加

え
て

分
以
上
混
ぜ
合
わ
せ

た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
に
移
し
て

持
ち
帰
り
、
天
日
干
し
で
乾

北支部

廃
油
せ
っ
け
ん
作

り
北
支
部
は
７
月


日
、
北
支
所
で
使
用

済
み
の
食
用
油
を
使
っ
て
せ

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

「
大
変
だ
っ
た
け
ど
上
手
に

作
れ
た
」
「
タ
ケ
ノ
コ
が
し

ゃ
き
し
ゃ
き
し
て
お
い
し

い
」
な
ど
と
児
童
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
た
。

で
一
緒
に
調
理
。
完
成
し
た

料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
参
加

者
同
士
で
交
流
を
深
め
た
。

参
加
者
は
、
材
料
の
切
り

方
や
ワ
ン
タ
ン
の
包
み
方
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
親
子

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
７
日
、
市

内
の
児
童
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
本
所
で
親
子
料
理
教

室
を
開
い
た
。
加
工
グ
ル
ー

プ
「
た
け
の
こ
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
３
人
が
、
８
組

人

の
参
加
者
に
地
場
産
の
タ
ケ

ノ
コ
を
使
っ
た
料
理
の
作
り

方
を
指
導
し
た
。

会
員
が
指
導
し
た
レ
シ
ピ

は
「
た
け
の
こ
サ
ラ
ダ
」

「
た
け
の
こ
の
ワ
ン
タ
ン
ス

ー
プ
」
な
ど
４
品
。
子
ど
も

で
も
調
理
し
や
す
い
よ
う

に
、
手
で
ち
ぎ
っ
て
作
る
レ

シ
ピ
な
ど
を
考
案
し
た
。

を
行
っ
た
。

東支部

健
康
教
室

東
支
部
は
８

日
、
東
支
所
で
健

康
教
室
を
開
い

た
。
部
員

人
が
、
青
竹
を

踏
む
運
動
で
バ
ラ
ン
ス
能
力

を
高
め
る
「
Ｊ
Ａ
て
ん
と
う

ム
シ
体
操
」
を
学
ん
だ
。

部
員
は
、
講
師
を
務
め
る

Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か

ら
、
加
齢
に
よ
り
筋
力
が
低

下
す
る
と
、
日
常
生
活
の
中

で
転
倒
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
高
ま
る
こ
と
な
ど
を
学

習
。
筋
力
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
鍛
え
る
た
め
の
体
操

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

あ
っ
た
こ
と
。
部
員
同
士
で

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
相
談
し
な

が
ら
制
作
を
進
め
て
き
た


夏
ま
つ
り
で
は
、
そ
ろ
い

の
浴
衣
を
着
た
部
員
が
会
場

内
に
大
き
な
輪
を
作
り
、
同

音
頭
な
ど

曲
を
踊
っ
た
。

ま
つ
り
の
前
に
は
、
着
付

け
教
室
も
開
催
。
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
浴
衣

を
広
く
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
着
付
け
の
知
識
が
あ
る

部
員
が
帯
の
結
び
方
な
ど
を

指
導
し
た
。

浴
衣
は
水
色
で
、
同
Ｊ
Ａ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
や
え
の
ち
ゃ
ん
」
と

「
ぴ
ー
な
マ
ン
」
の
イ
ラ
ス

ト
や
、
Ｊ
Ａ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

帯
は
赤
色
で
、
明
る
く
目
を

引
く
色
合
い
に
仕
上
げ
た
。

き
っ
か
け
は
、
部
員
が
考

案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊
り

「
や
え
の
ち
ゃ
ん
音
頭
」
を

踊
る
と
き
に
「
そ
ろ
い
の
浴

衣
を
着
た
い
」
と
い
う
声
が

女
性
部
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
浴
衣
を
製
作
。
Ｊ
Ａ
が
３

日
に
本
所
で
開
い
た
、
夏
ま
つ
り
の
盆
踊
り
で
お
披
露

目
し
た
。
同
部
の
行
事
の
他
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭

り
な
ど
で
着
用
し
、
部
員
の
結
束
力
強
化
や
地
域
住
民

へ
の
活
動
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
て
い
く
。

北支部

菩提中東白山一生活班

班長古谷
ふ る や

峯子
み ね こ

さん

私
た
ち
の
班
は
、
３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
１

人
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
て
、
１
人
は
孫
の
送
り
迎

え
や
食
事
の
支
度
、
私
は
年
間
を
通
し
て
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
大

豆
な
ど
を
栽
培
し
て
じ
ば
さ
ん
ず
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
く
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
少

な
い
で
す
が
、
班
長
と
し
て
毎
月
『
家
の
光
』
を
届

け
る
こ
と
は
、
お
互
い
の
様
子
を
知
る
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
年
に
一
度
３
人
で
食

事
会
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な

所
に
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
伊
勢
原
に
あ
る
地
元

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
お
い
し
い
お
店
に
行
き
ま

し
た
。
日
頃
ゆ
っ
く
り
話
せ
な
い
分
、
時
間
を
気
に

せ
ず
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
と
一
緒
に
ず
っ
と
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３日（火） ９：00～女性部運動会運営委員会

〃 13：00～本部役員会

５日（木） ９：30～ふるさと料理教室（北幼稚園）

〃 13：15～５ＪＡボルケットボール親睦会

９日（月） ９：30～支部役員会（本町・南）

〃 ：～南支部「ヘチマ化粧水作り」

〃 13：30～支部役員会（大根・西・上）

10日（火） 13：30～支部役員会（東・北）

〃 13：30～食を学ぶ研修会

11日（水） 13：30～文化交流会実行委員会

17日（火） 10：00～『家の光』カルチャースクール

18日（水） ９：30～大根支所「お茶飲み交流会」

19日（木） ９：30～ふるさと料理教室（すえひろこ

ども園）

20日（金） 10：00～東支部「防災学習会」

29日（日） 13：30～秦野たばこ祭「たばこ音頭千人

パレード」

30日（月） ９：30～上支所「お茶飲み交流会」

〃 ９：30～ふるさと料理教室(大根幼稚園)

９月の女性部行事予定表９月の女性部行事予定表

生産品目
年間を通じて

さまざまな露地

野菜を栽培

今はゴーヤーやキュウリな

どを出荷しています。自分で

納得のいく野菜だけを出荷し

ていますので、ぜひ手に取っ

てみてください。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰
儴
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

西大竹の 高橋
た か は し

昭三
し ょ う ぞ う



【９月のイベント】

☆「梨の試食販売」１日（日）

生産者が秦野産の梨を試食販売

します。

☆「国産豚の加工品」３日（火)

日（土）

㈱フリーデンが国産豚を使用し

た加工品を試食販売します。

☆「ユースマルシェ」７日（土）

青年部員がジャガイモやナスな

どを対面販売します。

☆「ブドウの試食販売」７日(土)

生産者が秦野産のブドウを試食

販売します。

☆「乾物商品集合」８日（日）

㈱旭洋がお薦めの乾物を販売し

ます。

☆「果物フェア」日（土）、

日（日）、日（月)日(土)

秦野産や産地間提携を結ぶＪＡ

の旬の果物を多数ご用意しま

す。

☆「十五夜フェア」日（日）

農家のお母さん手作りのまんじ

ゅうを販売します。

☆「お彼岸フェア」日（金）、

日（土）、日（日）、日

（月）

小菊や手作りおはぎを販売しま

す～日は水菓子や和菓子

お供え菓子などを販売します。

☆「たまごの日」毎週月、金曜日

店頭価格から％引き。「みく

るべたまご」は除く。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理を

ご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆｢肉の日｣毎週木曜日と日(日)

店頭価格から５％引き。

◎９月日（火）は定休日です。

場 所

尾尻488番１

尾尻489番１

尾尻489番５

地 目

畑

畑

雑種地

面 積
(平方㍍)

466

741

50

オリジナル浴衣登場オリジナル浴衣登場
夏まつりの盆踊りでお披露目

女
性
部
活
動
Ｐ
Ｒ
に
一
役

水
色
の
生
地
で
帯
は
赤
色

地
場
産
の
魅
力
を
伝
え
る

加
工
グ
ル
ー
プ
が

親
子
料
理
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
浴
衣
で
盆
踊
り
を
踊
る
部
員

会員㊨が参加者に調理方法を指導

材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
部
員

青
竹
を
使
っ
て
体
操

ブドウの収穫を満喫

鋭いスマッシュ打ち込み
バドミントン大会熱戦

シャトルを打つ部員

（） 年(令和元年)月日(月曜日) 年(令和元年)月日(月曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


